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[はじめに]  開口部が周期的に配列された金属メッシュは，開口周期に対応する波長にお

いて高い透過率を示すことから，テラヘルツ波領域や赤外線領域においてバンドパスフィ

ルターとしてしばしば用いられてきた．金属メッシュには，大きく分けて 2 種類あり，薄

い金属板に穴を開けたもの(Metal-Mesh Device, MMD)と，ワイヤーで網目状に編み込まれた

もの(Wire-Cloth-Mesh, WCM)がある．両者は立体的には異なる構造しているので，同じ周期

構造でも透過特性の違いが予想される．さらに後者は，織り方の違いによる光学特性の変

化も考えられる．しかしながら，WCM については，

詳細な報告は我々の知る限りあまりない．そこで本研

究では，ステンレス(SUS)製の平織WCMを用いて，テ

ラヘルツ時間領域分光法(THz-time domain spectroscopy, 

THz-TDS)によりその透過特性を詳細に調べた． 

[実験]  実験で使用した平織 WCM の模式図と入射

THz 波の光学配置図を図 1 に示す．試料は図 1のよう

に，x’軸，y’軸方向のワイヤーが異なる曲がり方をし

ている．ほぼ真っ直ぐなワイヤーにもう一方のワイヤ

ーが絡みつくように正弦関数的に曲がった形をして

いる．入射 THz 波の偏光を x 軸方向とし，方位角

を変えたときの，WCM の透過波を x 軸方向に感度を

もつボウタイ型光伝導アンテナを用いて測定した． 

[結果・考察] 0と 90の WCM の結果と同じ周期

構造である MMD の FDTD 法で得られた結果を比較し

た(図 2)．両者の異常透過領域の結果は大きく異なって

おり，両者の違いは立体的な構造の違いにより生まれ

たものと考えられる．また WCM の0と 90の結果

から透過率の異方性が確認され，ワイヤーの曲率の違

いによることが示唆される． 
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Fig. 1. Schematic configuration for 
THz-TDS measurements through 
WCM and typical configuration 
examined in this work. 
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Fig. 2. Comparison of the 
transmittance between WCM and 
MMD. Noted that transmittance of 
MMD is obtained  by FDTD 
calculation. 
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